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I はじめに

県民の健康を守る対策のうえで，望ましい県民の食生

活バターンの確立が重要である．この11標に向って，ま

ずはじめに，現在の実態を把握し，栄茂保健指導上の足

がかりにすることとした．その具体的対象の一つとして

妊娠中の母親から，乳児期，および， 5歳までの食生活

を追跡するとともに，あわせて， 3歳， 5歳児の横断的

澗査も行い，これまで本県ではほとんど行われなかった

妊婦，乳幼児の栄養学的調査を行うこととする．本年度

は妊娠中の検査，出産後の母親と乳児の栄旋調査を行っ

たので報告する．

n 調査対象および方法

A.調査地区対象

秋田県河辺郡河辺町の20歳代の主婦で，昭和50年， 5 

• 6月出産予定の妊婦を選定し． （その児が出産後昭和

50年12月で6か月の離乳期となるように）その中から農

家7名，非農家 4名を対象として，母・児あわせて22名

を調査対象とした．

B．調査期日

妊婦検診は，妊娠8~9か月の時点（昭和50年 4月18

日）に，乳児検診は， 6~7か月の時点（昭和50年12月

11日）に行ない，食事調査は産後6~7か月の時点 (12

月9, 10日）の2日間，母児あわせて実施した．

c.調査内容・方法

1． 栄養調査

2日間の食事を食事買上方式1)により栄養摂取巌，食

品群別摂取星を求めた．

ミネラルについては買上共事試料を乾燥後， 乾式灰

＊秋田県衛生科学研究所
＊＊秋田保健所

＊＊＊河辺町役楊

化，塩酸処理のうえ， ナトリウム (Na), カリウム（

k)は炎光法により，食塩 (NaCl)は Naより換算し

た．鉄 (Fe)，銅（Cu)，マンガン (Mn), マグネシ

ウム (Mg)は原子吸光法により測定した．なお乳児の

ミネラル分析値には母乳が含まれていない．

2. 健康診断

妊婦検診，乳児健診は秋田県の妊婦，新生児，乳幼児

健康相談票により， 妊娠状況， 出産状況， 乳幼児の発

育，発達，異常，栄養などについて行った．その検査項

Uは次の如くである．

a.母親

身体計測••身長，体重，胸囲，座高，皮下脂肪厚

血圧測定

血液性状（静脈血による）

へモグロピン（シアンメトヘモグロビン法）

血附総たん白（屈折法・日立たん白屈析計）

血粧 (GOD法）

血清総コレステロール (Zak-Henly!¥tr..t.)

血消中性脂肪 (TG Test Wako) 

尿検査……••糖，たん白（試験紙法）

b.乳児

身体計測…身長，体重，栄毀指数

血液性状（毛細管血による）

へモグロビン（シアンメトヘモグロビ｀ノ法）

血 粕（デキストロステイックス法・デキスクー使

用）

皿 詞査結果および考察

A.母親と乳児の栄養調査成績

1． 母親と乳児の栄養摂取量およびミネラル分析値

a.母親の栄養状況（表 1)

11名の母親のうち，授乳婦は 4名，非授乳婦は 7名で

ある．
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表l．栄蓑

対象I
平均値・標準偏差

性別
変異数係 I：（月):¥ N 

摂取抵（ 1人 1日当たり）

言：1ギIたん：質1動たん 脂，質 1動，脂 1糖
M 土 S.D. 

I 28.51 11¥ 
I, 9851 75.4 I 38.9 I 40.8 I 20.11 3251 467 
435 23.1 17.9 10.1 10.2, 164 85 

c.v %1  I | 231 叫 461 25¥ 511 261 35 

母 最大値～最小値 I | | 2, 累I 112.9 I 62.5 I 68. ~I 44.2 | 471 I 871 
~I,~28.6 9.3 29. 7.7 ~197 ~265 
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I 41 
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17. I 16. 6. 5.5 200 
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下段S.D. Fe, NaCl, K, Cu, Mn, Mgは分析値 ＊対象の平均体重より算出

栄養摂取量で授乳婦（母乳・混合栄養）のエネルギー

平均2,145カロリー，非授乳婦（入エ栄養） I,893カロリ

ーで，この数値は昭和55年目途の栄養所要量2)に比べ，

いずれも低値を示し，とくに，授乳婦は所要量に対し77

％の充足率である．

たん白質は，所要量を充足しており，脂質，動物性脂

質は非授乳婦に比べ授乳婦が少なく糖質は多い．

カルシウムはいずれも所要鼠に対し，かなり摂取が少
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なく，とくに，授乳婦は52％の充足率である． 全栄養素の粉乳から乎均摂取比率は77％で最も多く，

鉄は調理後摂取時の分析値であり，授乳婦が約2.5mg 母乳16%,離乳食事から13％で，牛乳からの比率4％と

不足している．

食塩は授乳婦が約17'Iと高く，非授乳婦は約13'Iでほ

ぼ妥当な摂取状況である．

ビタミン群では授乳，非授乳いずれも全般的に低し．

とくに， Aの摂取が少なく，授乳婦は60％の充足率を示

し，変異係数が最も高く個人差がみられる．

b.乳児の栄養状況（表 1)

乳児の乎均月令は 6か月（最低月令5か月，最高月令

7か月）で，調査時点で離乳食開始をしていない児は 1

名，果汁のみの児2名である．

月令6か月の栄渡所要量は100カロリー／kgで，乎均体

重7.4kgで740カロリーとなっているが，調査対象児では

88％の充足率である．

たん白質は2l.59で，ほぼ充足されている．

カルシウムは，鉄， ビタミン群とも所要鼠を上回って

しヽる．

発育期の乳児としては，若干， エネルギーの摂取と

鉄，ビタミンB群にバラツキが多く，これらの保健指導

が必要である．

2. 乳児の乳類と離乳食事による摂取栄養比率（図 1)

平均6か月児の栄旋摂取量は離乳食事から占める率は

低い．食事からの比率の高いものはビタミンC30%, 糖

質26%, エネルギー18％などである．乳類では粉乳の比

率が最も多く，次いで母乳，牛乳の順で，母乳からの摂

取比率の高いものは，脂質の29%, エネルギー23%, ビ

クミ`／Cの20％である．

最も少なかった．

50 

％ 
100 

乳

T
直
，
‘
‘
‘

乳母

顆

粉

'

,

 5
 
3
 

食

塁
口
7

8

 

5

3

 

3

l

 

乳

19 

120]¥'ぷ

29] たん閥，

｀``ユ

6~ 
7
 
尋
‘
‘
'
,
‘

・‘‘ヽ ‘’

口
ロー・

ロ

‘̀ 
」脂26.:~ 
忍•'

9’ ●●’‘ 

｀ ニコ糖 84店‘̀:・ • •.. 

48、二］口4ぷ
9:'.、,.、

こに

1680』Vf123 l.U 

喜］：
18 I 60呵

0, 4 2 

.

.

 。
3
 

図l． 乳児の乳類と離乳食事による摂取栄養比率

3. 母親と乳児の栄養比率および食品数（表2)

母親の平均栄猜比率は各比率とも，日椋値に対しほぼ

近いベターンを示している．

対象

M 

母

土 S.D.

c.v 

表2． 栄捉比率．食晶数（ 1人 1日当たり）

｀墨IN 動たん比％動）j印し長言99ょル：食品数
| 28.5 1 1I 闘 闘汀団り心I 3↓ 

% I I I 211 401 231 21 叫，I 19 

I I I -~~25| 73~14| 78~331 22~8I 23~11[ 76~541 43~25 

平均値・標準偏差
性別

変異係数

最大値～最小値

男 |c6)I 61 悶 97 1 
~I 

12 2 翌1 噂 10 

乳 M 土 S. D. 
5 

女 (6) 5l 
94 7 98 3 0.3 I 15 1 32 7 42 8 6 

0.3 4 

M土S.D. 男・女 | c 6)I 1 1 | 悶 9il 叶6, 1塁 誓 吼 8 
5 

ノ1日し
c.v %1  I IOI 叶 1501 15I 15 131 63 ， 

最大値～最小値 I I 
I 
100~751100~811 20~0 I 16~91 39~20¥ 71~451 16~2 

栄蓑比

下段S.D.

率 目 標＊ 1麿鉗叫開翠 55以下i叫ぶ：：―伍召 65以下l
＊栄投所要盤2)'食糧構成3)より
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乳児については男が女に比べ穀類ニネルギー比，糖質 り使用食品が多い．乳児については男児が10,女児が6

エネルギー比が高く，その他の栄養比率は女が高率を示 で，男児の食品数が多かった．

している．乳児のたん白質エネルギー比は10~12%2）の 4. 母親と乳児の食品群別摂取量（麦3)

たん白所要量に男女とも達しており，とくに，女が15% 授乳婦に比ぺ，非授乳婦の摂取量が各食品群とも全体

と高い． 的に低摂取である．

食品数は母親平均31で，県内の調査成績に比べ，かな

表3． 食品群別摂取量（ 1人 1日当たり）

対象:均:T:1生り1l,N i口丁占；＇1 ：I’ 1̀全1:豊I[ 
M 土 S. D. |28.5| n| 咽塁I 2盆I 1はI腐I 司 塁I ;| g 百I 乳 2it

母I最大］；：最小： I I I ~f;:I 3:』;;| ]:I ]] 」:I:]』;;I:iI ::I :;; 
：：：；：：：：；養）I ：I言言 言ばFl習Fl言！喜Fl：晶
食糧構閾（塁贔o•普通労作20~ | 3501バン・？盆1 | 25| 25| 30| 60| 30| 10| 

（謳急労作・女・ 20~39 | 250『‘ノ・め念I50| 20| 20| 25| 40| 20| 5| 170 
男 le6)I 61 器I 19 I 17 I 5 I 0.8 I 13 | o| ;I 

6 I o. ~I 33 

M 土 S.D. 31 24 7 1.9 16 8 o. 39 
乳

女 le6)I s I 2 I 0.4 | 乱。1 ol 孟I oi 0| 3 I 0.4 I 
13 

2 0.8 2 0.5 18 

M土S.D. 男・女 le 6)I 11I 乱 晶I 悶闊 } | 悶 o| 』 :1 0.3 I 24 0.4 33 
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c.v %¥  | I 1621 2181 1901 200I 1001 1401 ol 2001 1501 1331 13s 
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母親の摂取量を高居ら3)の昭和55年推計の食糧構成に 判定基準値（国立栄研・鈴木）でみると，やせている分

比べてみると，穀類，砂糖類が少なく，いも類，菓子類 頬に含まれる．これらより，摂取エネルギー低充足率と

が多い．油脂類がかなり少なく，豆類はほぼ同じ星であ の関連がうかがわれる．

る．果実類，その他の野菜は食糧構成より多く，緑黄色 血液I生状のヘモグロビン 12.7'1/de, 総コレステロー

野菜の不足が目立つ．魚介類は食糧構成の2倍以上で， ル159mg/de, 中性脂肪61mg/d¢，血糖（朝食3時間後採

授乳婦は肉類が少なく，とくに，乳類の摂取不足が目立 血） 74mg/deの平均値を示している．いずれも，市近郊

っ．卵は授乳婦，非授乳婦とも 1日平均 1個摂取してい 平地農村仙北町・女5)昭和49年3月のヘモグロビン14.5

が最も摂取個人差の多いものは，いも類，砂糖類，海 'I /de, 総たん白7.8'1/de, コレステロール190mg/de,

草類，乳類である• 中性脂肪83mg/deや， その他県内成績に比べ低値を示し

乳児については男児が全体的に女児より多い．各食品 ている．

群の摂取個人差が大きく，変異係数がほとんど 100％以 乳児については昭和45年厚生省乳幼児身体発育調査

上で，離乳時期のずれがうかがわれる． 結果 (6~7月）身長男68.2cm・女66.9曲， 体重男8.2

5. 母親と乳児の身体計測および検査成績（表4) kg・女7.8kgより男女とも身長， 体重が低値を示し， ヵ

母親の平均身長， 体重は昭和48年国民栄養調査成績4) ウプ指数も若干低い． ヘモグロビンは平均13.4'I/deで

26~29歳・女の身長153.1虚， 体重50.1kgに比べ低く， 小児正常血液検査値の 6か月 12.3'I/de6)より高く， 血

体重増減率ー2.4％で， るいそう型を示し，皮下脂肪厚 糖は92mg/deで小児正常域 80~120mg/deの範囲にある．

表4. 身体計測および検査成績

平均値・標準偏差

年平（月） 均令数
平体信市'増、減％ 

皮下脂肪厚 m卯 血圧
対象 性別 N 身長 体重

上腕 1背部 I謄部変異 係数 nn kg 最大

M ± S.D. 28.5 l l I 152.7 48.3 I -2.4 14.0 I 13.7 17.4 I 109 4.7 6.5 11.8 3.5 5.8 10.7 7 

母 c.v % | I I 31 131 4921 251 421 叫 6 

最大値～最小値 I I 160.4 55.0 I +13.7 18.5 ! 23.0 I 37.0 126 ~145.0~37.5~-11.8 ~8.8 ~6.5 ~3.5 ~100 

男 (6)¥ 61 
68. 2 2 7.9 17.2 

I I 乳 IM 土 S. D. 
2. 0.5 1.3 

女 I (6) 5 1 
64.3 6.8 16.4 

I 2.8 0.7 1.0 

M土S.D. 男・女 (6) 11 
66.3 7.4 16.9 
3. 1 0.8 1.2 

児 I
c.v ％ I 51 l l | 7[ 

最大値～最小値 I I 72. ゚8 
8.8 19.4 I 

~58. ~5.8~14.8 

””Hg 尿検査 血 液 検 査

最小 たん白 糖 へモグロビ総たん白総コレステロ 中疇肪 血 嘉
ン／ 9 ／d¢ g /d[-Iレ mg/dC dC mg 

66 4 +1名 12.7 7.3 I 159 61 74 
0.7 0.4 19 18 7 

6 5 5 121 30 ， 
78 I 
I 

13.5 7.9 ! 191 91 108 
~60 ~11.4~6.7 ~124 ~41 ~80 

13.2 I 
I I 

88 
0.9 2 

I 
13.5 I 

I I 
95 

1.4 6 

13.4 I | 92 1.2 6 

， 
I 7 

15.0 100 
~11. 7 ~85 

下段S.D.
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6. 妊娠後期と産後の血液性状の変化（図2) によるものと思われる．

検査は妊娠8か月と産後6か月前後に実施しているの 脂質代謝で妊娠中女性ホルモンの影響を受け，血清脂

で両者の変化について比較してみた． 質が妊娠中に上昇がみられる8). また，松浦は9)妊娠後

へモグロビン，妊娠中乎均値11.0'l/dt,血清総たん 期には非妊娠時よりコレステロール値が40~50％上昇，

白6.9'I/“と．妊娠中低値を示し，産後はヘモグロビン 中性脂肪で約2倍になる成績を示した． 上野10)は妊娠

12.6 'I／払血清総たん白 7.3'//de と回復がみられる• 8か月でコレステロール244mg/d8，中性脂肪20Bmg/dtの

これは，胎児そのものの発育のほか，妊娠末期の母体の 平均値を報告している．本調査では血清コレステロ・ール

準備と分娩，授乳に対する安全などの必要によって，妊 が産後平均156mg/“に比べ妊娠中253mg/deで，J.6倍の

娠中多量のたん白質蓄積が行なわれるためであろう• 上昇がみられ，中性脂肪は同様62mg/dtが妊娠中 188mg/ 

血糖は妊娠中82.2mg/dヽ と低く，産後92.9mg/dtと高値 dtで3倍の上昇を示した．

の傾向を示した．これは，妊娠中の複雑なホルモン機構
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図2. 妊娠後期 (8か月前後）と産後 (6か月前後）の血液性状の変化

なお，妊娠中の栄養と，乳児との間に何らかの関係が

あるかどうかをみたい目的で母親のコレステロール，ヘ

モグロビンと乳児の出生体重，カウプ指数で比較してみ

た．（表5)

妊娠中コレステロール250”g/d8以上の群 (N=4)と

250m'l/de未満の群 (N=6)のヘモグロビン，出産6か

月乳児のカウプ指数を比較してみると， 250mg/d8以上の

コレステロール群→妊娠中ヘモグロビン 10.7'1/dt→出

産後ヘモグロビン12.2'1/“→乳児のカウプ指数15.8（平

均コレステロール295土29叩／dt)• 250町／“未満コレス

テロール群→同ll.29/d8→12.9'I /de→17.3(224土llmg

/de) 高コレステロール群がヘモグロビン，乳児のカウ

ブ指数も低く，妊婦，乳児の栄養発育に影響が考えられ

る．

表5．コレステロール値区分による妊娠中，出
産後のヘモグロビンと乳児のカウプ指数

N主9Imぶ応
9/d¢ 9/d¢ kg指数ル町／d¢

コレステロー
;;。叩／dヽ以上 4 10.7 12.21 3.020 15.8| 295土29・

コレステロー

羞町／dヽ未満 6¥ 11.2¥ 12.9, 3.0101 17.31224土11

W まとめ

昭和50年秋田県河辺町で実施した母親と乳児の栄養調査

の結果は次のとおりである．

1. 母親の栄養摂取量は栄養所要量に比ぺ，非授乳婦

（人工栄養児母親） より授乳婦の充足率が低く， とく
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に，エネルギー77%, カルシウム52%, ビクミ ‘/A60%

の充足率である．食塩は平均14.2'Iで授乳婦が16.7'Iと

摂取最が多い．

乳児の（平均6か月）ニネルギー充足率88％で，他の

栄設素は充足されている．

2. 母親の乎均栄贅比率は各比率とも日標値に対し，

ほぼ近いバターンを示している．

乳児の離乳食事については，砂糖摂取焼が少く，食事

からの比率の高いものにビタミンC30%,粕質26%, エ

ネルギー18％がある．

3. 母親の食品群別摂取籠では，昭和55年推計食糧構

成に比べ魚介類が多く，油脂類，緑黄色野菜，肉類，乳

類が少ない．

乳児については離乳時期のずれから，摂取のバラツキ

が多い．

4. 乳児の母親の血液性状， ヘモグロビン，総たん

白，コレステロール，中性脂肪，血糖の乎均値は県内乎

地農村成績に比べ低値にある．

乳児のヘモグロビン平均値13.4'I/de,血糖92m9/deで

ある．

5. 妊娠後期のヘモグロビン，総たん白，血糖｛直は

低く，産後6か月に正常範囲の値を示した．コレステロ

ールは妊娠時に産後の1.6倍，中性脂肪は3倍の上昇を

示した．妊娠中高コレステロール群は妊娠中ヘモグロビ

ンおよび乳児のカウプ指数が低値を示した．
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